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薬 剤 スクリーニング か ら 圃 場 試 験 ま で 

－ 糸 状 菌 および 細 菌 － 

日本農薬株式会社（技術顧問）松崎正文 
E-mail：matsuzaki-masafumi@nichino.co.jp 

   m_masafumi12.69@b2.bunbun.ne.jp 

はじめに 

 植物病害の試験研究には，病害の発生生態，病原菌の同定，耕種的防除・化

学的防除等の試験を行なうことで，防除方法を確立し，現地の生産者の方々に

還元することができます。 

 昨年と一昨年には，演者が佐賀県庁在職中に農業試験場（現在の農業試験研

究センター）で行った「植物病原菌の分離・培養・保存・接種」についての講

演を行いました。 

今回の講演は，「糸状菌および細菌の薬剤スクリーニングから圃場試験まで」

を，糸状菌病である「イチゴ疫病」と細菌病である「レタス腐敗病」の試験を

例に，紹介します。講演途中には，実際の薬剤による検定方法等をビデオで紹

介します。若手研究者の方々の参考になれば幸いです。 

なお，今回紹介する防除試験は，1978 年と 1984 年のものであり，試験に供試

した薬剤の登録（適用作物，希釈倍数，散布回数等）が現在とは異なります。 

 

糸状菌病（イチゴ疫病）の薬剤防除 

１．各種薬剤のスクリーニング 

 試験方法：イチゴ疫病に有効な薬剤を探す目的で，市販および開発中の薬剤

39 種類を供試し，本病原菌培養菌そうを薬剤に浸漬する方法で有効薬剤のスク

リーニングを行った。すなわち，本病菌をＰＤＡ平板培地で培養し，その菌そ

う（直径６mm）を，市販および開発中の薬剤の所定濃度液に５分間浸漬した後，

殺菌ろ紙で残余の薬剤を除き，その菌そうをＰＤＡ平板培地に移植して，30℃

で４日間培養し，その間に伸長した菌そうの直径を殺菌水浸漬処理のそれと比

較した。なお，１薬剤につき 30 片の菌そうを供試した。 

結  果：供試した 39 種類の薬剤のうち，15 薬剤が効果を示し，中でも安定

した効果がみられたのは，Ｂ水和剤，Ｄ水和剤，Ｅ水和剤，Ｆ水和剤，Ｇ水和
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剤，Ｈ水和剤であった。また，これに次いでＡ水和剤，Ｃ乳剤，Ｉ水和剤，Ｊ

水和剤，Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，Ｍ水和剤であった。 

 上記試験で効果がみられた薬剤から 15 種類を供試し，同様な方法で再度検討

した結果，供試したほとんどの薬剤で効果がみられた。中でも安定した効果が

みられたものは，Ｂ水和剤，Ｄ水和剤，Ｅ水和剤，Ｆ水和剤，Ｇ水和剤，Ｈ水

和剤であった。また，これに次いでＡ水和剤，Ｃ乳剤，Ｉ水和剤，Ｊ水和剤，

Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，Ｍ水和剤に効果がみられた。 

２．薬剤かん注による葉の汚れ，薬害の検討 

 試験方法：本病菌の菌糸伸長を抑制した 13 薬剤について，その所定濃度液を，

ポット育苗のイチゴ苗（「はるのか」）に３ℓ／㎡あて、６日間隔で２回かん注

処理した。第１回かん注および第２回かん注の５日後に葉の汚れを，また，第

２回かん注５日後に褐変等の薬害を，それぞれ調査した。 

 結  果：供試した 13 薬剤中，Ｃ乳剤以外の薬剤では葉の汚れがみられ，と

くに，Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，Ｍ水和剤で汚れが目立った。また，褐変等の薬害

はみられなかった。 

３．ポットでの防除効果試験 

１）薬剤の１回施用による防除効果（ポット試験１） 

 試験方法：直径６cm のポットに育苗した実生苗（「はるのか」）の地際部に，

エンバク種子培地（オートクレーブで殺菌した）に 30℃で 45 日間培養した本病

菌（Ｐ－１）を，ポット当たり２g あて接種し，これを 30℃，湿室下において

薬剤処理を行った。供試薬剤としては，防除薬剤のスクリーニング，薬剤かん

注によるイチゴ葉の汚れ，薬害の試験結果と，本病と混発する炭疽病に対する

防除効果とを考慮し，Ａ水和剤，Ａ粒剤，Ｂ水和剤，Ｃ乳剤，Ｄ水和剤を選定

し，供試した。その処理方法として，１つは予防的効果をみるため，菌接種７

日前に，水和剤と乳剤ではその所定濃度液を 3ℓ/㎡の割合でかん注し，粒剤では

20ｇ/㎡の割合で施用した。次に，治療的効果をみるため，菌接種３日後（初発

時）に，水和剤と乳剤では３ℓ/㎡の割合でかん注した。菌接種 13 日目に各々の

株について，萎凋・立枯れの程度別基準でその程度を調査し，発病度を算出し

た。供試株数は各薬剤とも 10 株であった。 

 結  果：本病に対する防除効果は十分でないが，Ａ水和剤，Ｂ水和剤の菌接

種７日前の１回かん注処理でやや発病の抑制がみられた。 

２）薬剤の２回施用による防除効果（ポット試験２） 

 試験方法：ポット試験１と同様にして，本病菌を接種した実生苗を供試した。

供試薬剤はポット試験１と同様で，その処理方法としては，予防的効果をみる

ため菌接種直後とその 10 日後の２回，水和剤，乳剤および粒剤をポット試験１

と同様に施用した。また，治療的効果をみるため菌接種３日後（初発時）と 10
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日後の２回，水和剤および乳剤を同様に施用した。菌接種 10 日目と 15 日目に，

ポット試験１と同様にして発病程度を調査し，発病度を算出した。供試株数は

各薬剤とも５株であった。 

 結  果：本病に対する防除効果はＡ水和剤，Ｂ水和剤，Ｄ水和剤の菌接種

直後とその 10 日後の２回かん注処理でみられた。 

４．圃場での防除効果試験 

 試験方法：佐賀郡川副町農業試験研究センター圃場に７月 21 日仮植したイチ

ゴ（「はるのか」）を供試した。病原菌の接種はポット試験と同様に行った。

すなわち，エンバク種子培地に培養した本病菌（Ｐ－１）を，７月 25 日に６条

植の育苗床の中央部の２条に，１試験区 1.5 ㎡（1.5×１ｍ）あて 250mℓを手播 

きによって接種した。供試薬剤はポット試験と同じで，その処理方法としては，

８月３日（初発時）と 13 日の２回，水和剤，乳剤および粒剤を同様に施用した。

なお，供試株数は１試験区（1.5 ㎡）36 株の３反復とした。８月３日，９日，

15 日，22 日，29 日，９月５日に，菌接種区および未接種区の全株について，発

病の有無を経時的に調査した。 

 結  果：菌接種区では発病をみてからの薬剤施用であったが，Ａ水和剤で

本病に対する防除効果がすぐれ，次いで，Ｂ水和剤，Ｃ乳剤であった。菌接種

区と隣接している菌未接種区では，Ａ水和剤，Ｂ水和剤，Ｃ乳剤で効果がみら

れた。 

 

細菌病（レタス腐敗病）の薬剤防除 

１．ペーパーディスク法による薬剤の検索 

 試験方法：東洋 No.26 ろ紙を直径６mm の円盤に打ち抜き殺菌後，23 種類の薬

剤を供試し，その実用使用濃度液を十分に吸収させ，殺菌ろ紙で余分な薬液を

取りのぞいた。このろ紙円盤を，本病細菌加用の半合成培地を流しこんだシャ

ーレの平板上に置床し，25℃１日後の阻止円の大きさを測定した。供試細菌は

佐賀県農業試験研究センター分離菌，三瀬 No.２，多久 No.１，農業技術研究所

からの分譲菌 Pseudomonas  cichorii (LP7630)，Pseudomonas  marginalis 

(LP7635)である。 

 結  果：供試した 23 種類の薬剤の中から阻止円形成がみられたものは 10

種類で，Ｐ液剤，Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，Ｔ水和剤が明瞭な阻止円を

形成した。Ｒ水和剤，Ｓ水和剤は反復試験の結果，効果にふれがあった。 

２．ポットでの薬剤防除効果 

１)病原細菌の単針接種に対しての防除効果 

試験方法：レタス中ろく部に佐賀農業セ分離菌三瀬 No.２を単針接種し試験に
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供した。Ｐ液剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，Ｔ水和剤の実用使用濃度液を接種３日

前，１日前，接種１日後，３日後に散布し，接種 13 日後に各区 20 葉の病斑長

を測定した。 

結  果：対照薬剤として用いたＰ液剤の接種３日前，１日前，接種１日後

の散布で防除効果がみられ，他の薬剤では効果がみられなかった。 

２)病原細菌の噴霧接種に対しての防除効果 

試験方法：レタスの株全体に佐賀農業セ分離菌三瀬 No.２を噴霧接種し試験に

供した。Ｐ液剤，Ｓ水和剤，Ｔ水和剤の実用使用濃度液とＴ粉剤を，単針接種

の場合と同様に散布し，接種 13 日後に各区 15 葉の病斑面積率を調査し，発病

度を算出した。 

 結  果：Ｔ水和剤の接種１日後，３日後の散布で，またＴ粉剤の接種１日

後の散布で防除効果がみられた。 

３．圃場での薬剤防除効果 

１)多久市北多久町の現地（ビニールハウス）圃場での防除効果試験 

 試験方法：９月 25 日播種，11 月 10 日定植のレタス（品種：グレートレーク

ス 54）を用いた。供試薬剤はＰ液剤，Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，Ｐ液剤

（２回）→Ｔ水和剤（３回）で，１区４㎡の３反復とし，２月２日から３月３

日まで，１週間おきに５回，背負式半自動噴霧器で 10ａ当たり 200ℓを散布した。

調査方法は散布時毎に１区 30 株の発病株率を，また最終散布６日後に１区 30

株の発病株率と発病度を算出した。 

 結  果：Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤の５回散布では防除効果がみられ

ないようであり，Ｐ液剤２回散布後のＴ水和剤３回散布区では防除効果がみら

れた。Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤では葉の汚れと葉の硬化が，Ｐ液剤では

黄化がみられた。 

２)佐賀郡富士町の現地（露地）圃場での防除効果試験 

試験方法：７月 15 日播種，８月 20 日定植のレタス（品種：オリンピア）を

用いた。供試薬剤はＴ水和剤 500 倍，Ｔ水和剤 800 倍，Ｔ粉剤３kg /10ａ，Ｒ

水和剤（２回）→Ｔ水和剤（２回），Ｒ水和剤（１回）→Ｔ水和剤（３回）で，

１区５㎡の３反復とし，８月 29 日から９月 20 日まで１週間おきに４回，水和

剤は背負式半自動噴霧器で生育に応じて，10ａ当たり 200～300ℓを、Ｔ粉剤はミ

ゼットダスターで 10ａ当たり３kg 散布した。調査方法は採集散布６日後，10 日

後，14 日後に１区 40 株の発病株率と発病度を算出した。 

 結  果：Ｔ水和剤 500 倍，Ｔ水和剤 800 倍，Ｔ粉剤３kg /10ａの４回散布

で防除効果がみられ，Ｒ水和剤→Ｔ水和剤区では，Ｒ水和剤１回、Ｔ水和剤３

回散布の方がより効果的であった。しかし，Ｒ水和剤を使用した場合，葉柄基

部に褐変症状がみられた。 
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薬剤スクリーニングから
圃場試験まで

－糸状菌および細菌－

日本農薬株式会社 福岡支店

技術顧問 松崎正文

平成27年11月11日

細 菌 病 の 薬 剤 防 除

レタス腐敗病を例として

ペーパーディスク法による
薬剤のスクリーニング

試験方法：東洋No.26ろ紙を直径６mmの円盤に

打ち抜き殺菌後，23種類の薬剤を供試し，その実

用使用濃度液を十分に吸収させ，殺菌ろ紙で余分

な薬液を取りのぞいた。このろ紙円盤を，本病細

菌加用の半合成培地を流しこんだシャーレの平板

上に置床し，25℃１日後の阻止円の大きさを測定

した。供試細菌は佐賀県農業試験研究センター分

離菌，三瀬No.２，多久No.１，農業技術研究所か

らの分譲菌Pseudomonas  cichorii (LP7630)，

Pseudomonas  marginalis (LP7635)である。

結 果：供試した23種類の薬剤の中か

ら阻止円形成がみられたものは10種類で，

Ｐ液剤，Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，

Ｔ水和剤が明瞭な阻止円を形成した。

Ｒ水和剤，Ｓ水和剤は反復試験の結果，

効果にふれがあった。

ペーパーディスク法による
薬剤のスクリーニング
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第 ５ 表 各 種 薬 剤 に よ る 阻 止 円 の 大 き さ

供 試 希 釈 阻 止 円 の 直 径 （mm） １） 阻 止 円 の 直 径 （mm） ２）

薬 剤 名 倍 数 三瀬No.2 三瀬No.2 三瀬No.2 三瀬No.2 多久No.1 P. cichorii P margi.

P  液 剤 1,000倍 18.9（＋） 23.4（＋） 21.0（＋） 28.0（＋） 32.3（＋） 24.9（＋） 18.3（＋）

Q 水 和 剤 1,000倍 7.9（＋） 8.1（＋） 6.0（±） 9.2（＋） 8.1（±） 7.1（±） 6.0（ー）

U 水 和 剤 600倍 6.0（ー） 6.0（ー） ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

T 水 和 剤 600倍 6.8（＋） ー 8.5（＋） 9.9（＋） 14.2（＋） 11.5（＋） 6.1（±）

V  乳 剤 500倍 6.0（ー） 6.0（ー） ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

R 水 和 剤 500倍 ー 6.6（＋） ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

S 水 和 剤 500倍 ー 6.0（ー） 6.0（±） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

W 水 和 剤 1,500倍 6.0（ー） ー ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

X 水 和 剤 1,000倍 ー ー ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

Y 水 和 剤 600倍 6.0（ー） ー ー 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

水 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー） 6.0（ー）

供試薬剤数：23種類， （ ）＋：阻止円あり，±：調査個体中の一部に阻止円を作る，－：阻止円なし

１）12個体の平均，25℃１日後の調査 ２）10個体の平均，25℃１日後の調査 殺菌したペーパーディスク

実用濃度に希釈した薬液にディスクを浸漬 薬液浸漬ディスクを殺菌ろ紙に

殺菌ろ紙
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殺菌ろ紙上で余分な薬液を除去 薬液浸漬ディスクを細菌加用平板培地上に置床

阻 止 円 の 形 成 状 況

阻止円 ポットでの薬剤防除効果

１.病原細菌の単針接種に対しての防除効果

試験方法：レタス中ろく部に佐賀農業セ分離菌

三瀬No.２を単針接種し試験に供した。Ｐ液剤，

Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，Ｔ水和剤の実用使用濃度

液を接種３日前，１日前，接種１日後，３日後

に散布し，接種13日後に各区20葉の病斑長を測

定した。

結 果：対照薬剤として用いたＰ液剤の接種

３日前,１日前,接種１日後の散布で防除効果がみ

られ，他の薬剤では効果がみられなかった。
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レ タ ス 腐 敗 病（接 種）

第６表 Pseudomonas 属菌によるレタス腐敗症に対する防除効果 １）

供 試 薬 剤 名 希 釈 倍 数
接 種前 散 布 接 種後 散 布 平 均 ２）

3 日 1 日 1 日 3 日 病 斑 長（ 指 数 ）

T 水 和 剤 500倍

○ 5.6 mm （127）

○ 3.1      （ 70）

○ 5.4      （123）

○ 3.7      （ 84）

P  液 剤 2,000倍

○ 2.0    （ 45）

○ 1.8   （ 41）

○ 2.1    （ 48）

○ 3.1      （ 70）

S 水 和 剤 500倍

○ 4.2      （ 95）

○ 3.9      （ 89）

○ 10.9     （248）

○ 5.1      （116）

R 水 和 剤 500倍

○ 4.4      （100）

○ 2.7      （ 61）

○ 4.5      （102）

○ 3.4      （ 77）

無 散 布 ー 4.4      （100）

１）単針接種 ２）20葉の平均

２.病原細菌の噴霧接種に対しての防除効果
試験方法：レタスの株全体に佐賀農業セ分離
菌三瀬No.２を噴霧接種し試験に供した。
Ｐ液剤，Ｓ水和剤，Ｔ水和剤の実用使用濃度
液とＴ粉剤を，単針接種の場合と同様に散布
し，接種13日後に各区15葉の病斑面積率を調
査し，発病度を算出した。
結 果：Ｔ水和剤の接種１日後，３日後の
散布で，またＴ粉剤の接種１日後の散布で防
除効果がみられた。

ポットでの薬剤防除効果
第７表 Pseudomonas 属菌によるレタス腐敗症に対する防除効果 １）

供 試 薬 剤 名 希 釈 倍 数
接 種前 散 布 接 種後 散 布

発 病度２）（指数）
3 日 1 日 1 日 3 日

T 水 和 剤 500倍

○ 38.0 （ 67）

○ 31.3 （ 55）

○ 27.0 （ 48）

○ 24.7 （ 44）

T  粉 剤 ー

○ 36.0 （ 63）

○ 44.0 （ 78）

○ 18.0 （ 32）

○ 28.7 （ 51）

P  液 剤 2000倍

○ 36.0 （ 63）

○ 44.0 （ 78）

○ 41.3 （ 73）

○ 32.7 （ 58）

S 水 和 剤 500倍

○ 52.7 （ 93）

○ 45.3 （ 80）

○ 32.0 （ 56）

○ 43.3 （ 76）

無 散 布 ー 56.7  （ 100）

１）噴霧接種 ２）発病度＝（10a＋7b＋5c＋3d＋e）÷（10×調査葉数）×100， a：病斑面積が70％以上，

b：病斑面積が50～70％， c：病斑面積が25～50％， d：病斑面積が10～25％， e：病斑面積が10％以下，f：発病なし
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圃場での薬剤防除効果

１.多久市北多久町の現地(ビニールハウス)圃場で
の防除効果試験

試験方法：９月25日播種，11月10日定植のレタ
ス（品種：グレートレークス54）を用いた。供試
薬剤はＰ液剤，Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤，
Ｐ液剤（２回）→Ｔ水和剤（３回）で，１区４㎡
の３反復とし，２月２日から３月３日まで，１週
間おきに５回，背負式半自動噴霧器で10ａ当たり
200ℓを散布した。調査方法は散布時毎に１区30
株の発病株率を，また最終散布６日後に１区30株
の発病株率と発病度を算出した。

１.多久市北多久町の現地(ビニールハウス)

圃場での防除効果試験

結 果：Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤

の５回散布では防除効果がみられないよう

であり，Ｐ液剤２回散布後のＴ水和剤３回

散布区では防除効果がみられた。Ｑ水和

剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤では葉の汚れと葉

の硬化が，Ｐ液剤では黄化がみられた。

圃場での薬剤防除効果

第８表 Pseudomonas 属菌によるレタス腐敗症に対する薬剤防除試験（ビニルハウス）

供 試 希 釈 散 布 月 日 （ 200 ℓ / 10a ） 発 病 株 率 （ ％ ） 発病度

薬 害

薬 剤 名 倍 数 2.2 2.9 2.16 2.23 3.3 2.2 2.9 2.16 2.23 3.3 3.9 3.9

R 水 和 剤 500倍 ○ ○ ○ ○ ○ 22.2 35.6 41.1 43.3 68.9 100 57.6
＋（汚れ， 葉

の硬化）

S 水 和 剤 500倍 ○ ○ ○ ○ ○ 17.8 30 41.1 35.6 45.6 95.5 52.9
＋（汚れ， 葉

の硬化）

Q 水 和 剤 1,000倍 ○ ○ ○ ○ ○ 16.7 30 34.4 34.4 68.9 98.8 65.1
＋（汚れ， 葉

の硬化）

P  液 剤
1,000倍 ○ ○

20 21.1 30 28.9 63.3 96.4 58.9 ++（黄化）
1,500倍 ○ ○ ○

P  液 剤 1,000倍 ○ ○
22.2 28.9 58 22.9 ＋（黄化）

T 水 和 剤 500倍 ○ ○ ○

無 散 布 ー ー ー ー ー ー 15.6 16.7 45.6 42.2 58.9 91.2 66.4

注）発病度＝（7a＋5b＋3c＋d）÷（７×調査個体数）×100，a：結球内部まで発病（甚），b：結球の1～2

葉程度に発病（多），c：外葉の1～2葉程度に発病（中），d：下葉の一部に発病（少），e：発病なし（無）

２.佐賀郡富士町の現地(露地)圃場での防除効果試験
試験方法：７月15日播種,８月20日定植のレタス
（品種：オリンピア）を用いた。供試薬剤はＴ水和
剤500倍，Ｔ水和剤800倍，Ｔ粉剤３kg /10ａ，Ｒ
水和剤（２回）→Ｔ水和剤（２回），Ｒ水和剤（１
回）→Ｔ水和剤（３回）で，１区５㎡の３反復と
し，８月29日から９月20日まで１週間おきに４
回，水和剤は背負式半自動噴霧器で生育に応じて，
10ａ当たり200～300ℓを，Ｔ粉剤はミゼット
ダスターで10ａ当たり３kg散布した。調査方法は
採集散布６日後，10日後，14日後に１区40株の発
病株率と発病度を算出した。

圃場での薬剤防除効果
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２.佐賀郡富士町の現地（露地）圃場での
防除効果試験
結 果：Ｔ水和剤500倍，Ｔ水和剤800
倍，Ｔ粉剤３kg /10ａの４回散布で防除効
果がみられ，Ｒ水和剤→Ｔ水和剤区では，
Ｒ水和剤１回、Ｔ水和剤３回散布の方がよ
り効果的であった。しかし，Ｒ水和剤を使
用した場合，葉柄基部に褐変症状がみられ
た。

圃場での薬剤防除効果
第９表 Pseudomonas 属菌によるレタス腐敗症に対する薬剤防除試験（露地）

供 試 希 釈 散 布 月 日 （ℓ/10a） 発 病 株 率 （％） 発 病 度

薬 害

薬 剤 名 倍 数 8.29 9.6 9.13 9.2 9.26 9.3 10.4 9.26 9.3 10.4

T 水 和 剤 500倍 200 250 300 300 1.8 14.5 23.2 0.5 5.2 7.1 ー

T 水 和 剤 800倍 200 250 300 300 2.6 15 23.7 0.9 3.9 7.3 ー

T  粉 剤 3kg/10a 3kg 3kg 3kg 3kg 1.9 7.8 16.6 0.5 2.6 7 ー

R 水 和 剤 600倍 200 250
0 8.9 17 0 2.8 9.1

＋（葉柄基部に
褐変）

T 水 和 剤 500倍 300 300

R 水 和 剤 600倍 200
0.9 7.6 15.1 0.1 2.5 7.6

＋（葉柄基部に
褐変）T 水 和 剤 500倍 250 300 300

P  液 剤 2000倍 200 250 300 300 0.9 5.4 17.7 0.1 2.5 10.4 ＋(黄化)

無 散 布 ー ー ー ー ー 0 4.9 19.5 0 1.3 11.2

注）発病度＝（7a＋5b＋3c＋d）÷（７×調査個体数）×100， a：結球内部まで発病（甚）， b：結球の1～2

葉程度に発病（多）， c：外葉の1～2葉程度に発病（中）， d：下葉の一部に発病（少）， e：発病なし（無）

考 察：レタス腐敗病に対する有効薬剤をスクリーニング

し，圃場試験を行った。土屋らによれば，本病の病徴には

数種類のものがあり，病原菌もP. cichorii の外に数種の細

菌が関与している。

佐賀県下の現地圃場で発生したものについては，接種試験

ならびにその病徴からP. cichorii が主体であると考えられ

る。

関口は本病に対する試験を行い，Ｑ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ

水和剤が高い防除効果を示し，防除は予防が決め手であり

一度発病したものは防除がきわめてむずかしく，またＱ水

和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤の場合，サビという形での薬害

が生ずると報告している。

レタス腐敗病の薬剤防除

本試験ではＱ水和剤，Ｒ水和剤，Ｓ水和剤の場

合，散布時期が遅れたためか，防除効果が認めら

れなかった。また葉の汚れ，葉の硬化，葉柄基部

の褐変症状がみられ，現地での使用には問題があ

る。

Ｔ水和剤は十分ではないが，防除効果がみられ

薬害もみられず，本病に対して有望である。

レタス腐敗病の薬剤防除
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糸 状 病 菌 の 薬 剤 防 除

イチゴ疫病を例として

各種薬剤のスクリーニング
試験方法：イチゴ疫病に有効な薬剤を探す目的で，

市販および開発中の薬剤39種類を供試し，本病原

菌培養菌叢を薬剤に浸漬する方法で有効薬剤の

スクリーニングを行った。すなわち，本病菌をＰ

ＤＡ平板培地で培養し，その菌叢(直径６mm）

を，市販および開発中の薬剤の所定濃度液に５分

間浸漬した後，殺菌ろ紙で残余の薬剤を除き，そ

の菌叢をＰＤＡ平板培地に移植して，30℃で４

日間培養し，その間に伸長した菌叢の直径を殺

菌水浸漬処理のそれと比較した。

なお，１薬剤につき30片の菌叢を供試した。

各種薬剤のスクリーニング

結 果：供試した39種類の薬剤のうち，

15薬剤が効果を示し，中でも安定した効果

がみられたのは，Ｂ水和剤，Ｄ水和剤，Ｅ

水和剤，Ｆ水和剤，Ｇ水和剤，Ｈ水和剤で

あった。

また，これに次いでＡ水和剤，Ｃ乳剤，

Ｉ水和剤，Ｊ水和剤，Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，

Ｍ水和剤であった。

各種薬剤のスクリーニング

上記試験で効果がみられた薬剤から15種類を供

試し，同様な方法で再度検討した結果，供試した

ほとんどの薬剤で効果がみられた。中でも安定し

た効果がみられたものは，Ｂ水和剤，Ｄ水和剤，

Ｅ水和剤，Ｆ水和剤，Ｇ水和剤，Ｈ水和剤であっ

た。

また，これに次いでＡ水和剤，Ｃ乳剤，Ｉ水和

剤，Ｊ水和剤，Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，Ｍ水和剤に

効果がみられた。
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第１表 イチゴ疫病菌の菌糸伸長に及ぼす各種薬剤の抑制効果（ペトリ皿試験）

供 試薬 剤 名
希 釈 倍 数

接 種 菌 株

Ｐ ー １ Ｐ － ３

（倍） ３ 日 後 ５ 日 後 ３ 日 後 ５ 日 後

Ａ 水 和 剤 2,000 ± ± ± +

Ｂ 水 和 剤 1,000 ー ± ー ー

Ｃ 乳 剤 2,000 ± ＋ ± ±

Ｄ 水 和 剤 800 ー ー ー ー

Ｅ 水 和 剤 500 ー ー ー ー

Ｆ 水 和 剤 500 ー ー ー ー

Ｇ 水 和 剤 500 ー ー ー ー

Ｈ 水 和 剤 600 ー ± ー ー

Ｉ 水 和 剤 1,000 ー ー ± ±

Ｊ 水 和 剤 400 ± ± ± ±

Ｋ 水 和 剤 500 ± ± ー ー

Ｌ 水 和 剤 500 ± ± ー ー

Ｍ 水 和 剤 500 + + ー ー

Ｎ 水 和 剤 250 ± ± ± +

Ｏ 水 和 剤 500 + ＋＋ ー ー

無 処 理 + ＋＋ ＋＋ ＋＋

注）ー：菌糸の伸長がみられないもの，±：調査個体中の一部に菌糸の伸長がみられ，その平均菌叢

直径が16.0mm未満のもの，＋：調査個体中の一部に菌糸の伸長がみられ，その平均菌叢が16.0

mm以上，または，菌糸の発育がみられ，その平均菌叢直径が16.0mm未満のもの，++：菌糸の発育

がみられ，その平均菌叢直径が16.0mm以上のもの
平板培地で培養した病原菌の菌叢平板培地で培養した病原菌の菌叢

コ ル ク ボ ー ラ ー

菌叢の先端部をコルクボーラーで打ち抜く菌叢の先端部をコルクボーラーで打ち抜く

コルクボーラー 菌叢の先端部をコルクボーラーで打ち抜く菌叢の先端部をコルクボーラーで打ち抜く
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実用濃度に希釈した薬液に
打抜いた菌叢ディスクを浸漬

薬液浸漬菌叢ディスクを
平板培地上に置床
薬液浸漬菌叢ディスクを
平板培地上に置床

菌糸の生育状況

雑菌が混入
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薬剤かん注による葉の汚れ，薬害の検討

試験方法：本病菌の菌糸伸長を抑制した13薬剤につい

て，その所定濃度液を，ポット育苗のイチゴ苗（「は

るのか」）に３ℓ／㎡あて、６日間隔で２回かん注処

理した。第１回かん注および第２回かん注の５日後に

葉の汚れを，また，第２回かん注５日後に褐変等の薬

害を，それぞれ調査した。

結 果：供試した13薬剤中，Ｃ乳剤以外の薬剤では

葉の汚れがみられ，とくに，Ｋ水和剤，Ｌ水和剤，Ｍ

水和剤で汚れが目立った。また，褐変等の薬害はみら

れなかった。

１.薬剤の１回施用による防除効果(ポット試験１)
試験方法：直径６cmのポットに育苗した実生苗
（「はるのか」）の地際部に，エンバク種子培地
（オートクレーブで殺菌した）に30℃で45日間培
養した本病菌（Ｐ－１）を，ポット当たり２ｇあ
て接種し，これを30℃，湿室下において薬剤処理
を行った。供試薬剤としては，防除薬剤のスクー
ニング，薬剤かん注によるイチゴ葉の汚れ，薬害
の試験結果と，本病と混発する炭疽病に対する防
除効果とを考慮し，Ａ水和剤，Ａ粒剤，Ｂ水和剤，
Ｃ乳剤，Ｄ水和剤を選定し，供試した。

ポットでの防除効果試験

エンバク培地で培養した菌をイチゴ苗に接種

菌 叢

１.薬剤の１回施用による防除効果(ポット試験１)

試験方法：その処理方法として，１つは予防的効

果をみるため，菌接種７日前に，水和剤と乳剤で

はその所定濃度液を3ℓ/㎡の割合でかん注し，粒

剤では20ｇ/㎡の割合で施用した。次に，治療的効

果をみるため，菌接種３日後（初発時）に，水和

剤と乳剤では３ℓ/㎡の割合でかん注した。菌接種

13日目に各々の株について，萎凋・立枯れの程度

別基準でその程度を調査し，発病度を算出した。

供試株数は各薬剤とも10株であった。

ポットでの防除効果試験
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ポットでの防除効果試験

１.薬剤の１回施用による防除効果(ポット試験１)

結 果：本病に対する防除効果は十分でないが，

Ａ水和剤，Ｂ水和剤の菌接種７日前の１回かん注

処理でやや発病の抑制がみられた。

第２表 イチゴ疫病に対する各種薬剤の防除効果（ポット試験１）

供 試薬 剤 名

希 釈 倍 数

予 防 的 効 果 治 療 的 効 果

発 病 程 度 別 株 数 発 病 程 度 別 株 数

（倍） ー ± ＋ ++ +++  発 病 度 ー ± ＋ ++ +++  発 病 度

Ｂ 水 和 剤 1,000 2     1   1     1     5        65 0     0     0     0     10      100

Ｄ 水 和 剤 800 1     0   1     1     7         83 0     0   0     0     10       100

Ｃ 乳 剤 2,000 0     0     0     1     9         95 0     0   0     0     10     100

Ａ 水 和 剤 500 3     1   1     1     4        55 0     0     2     2      6       80

Ａ 粒 剤 20ｇ/㎡ 0     0     0     0    10       100

無 処 理 0     0    0     1     9         95 0    0     0     1      9   95

注）予防的効果：菌接種７日前の１回薬剤施用，治療的効果：菌接種３日後（初発時）の１回薬剤施用

ー：健全株，±：萎凋のみがみられた株，＋：萎凋し，葉柄が褐変した株，++：萎凋し，新葉，葉柄が 褐変した株，+++：枯死株，

発病度＝(4×a＋3×b＋２×c＋1×d＋0×e）÷（4×調査株数）×１００，

a：枯死株数，b：萎凋し，萎凋し，新葉，葉柄が褐変した株，c：萎凋し，葉柄が褐変した株，d：萎凋のみがみられた株，e：健全株

２.薬剤の２回施用による防除効果(ポット試験２)

試験方法：ポット試験１と同様にして，本病菌を接種

した実生苗を供試した。供試薬剤はポット試験１と同

様で，その処理方法としては，予防的効果をみるため

菌接種直後とその10日後の２回，水和剤，乳剤および

粒剤をポット試験１と同様に施用した。また，治療的

効果をみるため菌接種３日後（初発時）と10日後の２

回，水和剤および乳剤を同様に施用した。菌接種10日

目と15日目に，ポット試験１と同様にして発病程度を

調査し，発病度を算出した。供試株数は各薬剤とも５

株であった。

ポットでの防除効果試験

２.薬剤の２回施用による防除効果(ポット試験２)

結 果：本病に対する防除効果はＡ水和剤，Ｂ

水和剤，Ｄ水和剤の菌接種直後とその10日後の２

回かん注処理でみられた。

ポットでの防除効果試験
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第３ー１表 イチゴ疫病に対する各種薬剤の防除効果（ポット試験２）

供 試薬 剤 名

希 釈 倍 数

予 防 的 効 果

菌 接 種 10  日 後 菌 接 種 15  日 後

発 病 程 度 別 株 数 発 病 程 度 別 株 数

（倍） ー ± ＋ ++ +++  発 病 度 ー ± ＋ ++ +++  発 病 度

Ｂ 水 和 剤 1,000 5    0     0     0     0       0 4     0   1     0      0      10

Ｄ 水 和 剤 800 5     0 0     0     0       0 2     1  0     1      1       40

Ｃ 乳 剤 2,000 2     0     2     1     0    35 0     0  1     0      4        90

Ａ 水 和 剤 500 5     0   0     0     0     0 2     1     2     0      0 25

Ａ 粒 剤 20ｇ/㎡ 1     0   2     1     1     55 1     0     0     0      4         80

無 処 理 1     1    3     0     0       35 0     1 1     1      2         70

注）予防的効果：菌接種直後とその10日後２回薬剤施用，発病程度，発病度は第２表に同じ

第３ー２表 イチゴ疫病に対する各種薬剤の防除効果（ポット試験２）

供 試薬 剤 名

希 釈 倍 数

治 療 的 効 果

菌 接 種 10  日 後 菌 接 種 15  日 後

発 病 程 度 別 株 数 発 病 程 度 別 株 数

（倍） ー ± ＋ ++ +++  発病度 ー ± ＋ ++ +++  発病度

Ｂ 水 和 剤 1,000 4     0  1     0     0         10 0    1     3     1      0         50

Ｄ 水 和 剤 800 4     0     1     0     0        10 0   0  4     1      0         55

Ｃ 乳 剤 2,000 3   0  2     0     0         20 0   0  4     0      1         60

Ａ 水 和 剤 500 3     0   1     1     0         25 1   0  2     1      1         55

Ａ 粒 剤 20ｇ/㎡

無 処 理 1    1     3     0     0         35 0    1     1     1      2         70

注）治療的効果：菌接種３日後（初発時）と10日後の２回薬剤施用，発病程度，発病度は第２表に同じ

試験方法：佐賀郡川副町農業試験研究センター圃場に７月

21日仮植したイチゴ（「はるのか」）を供試した。病原菌

の接種はポット試験と同様に行った。

すなわち，エンバク種子培地に培養した本病菌（Ｐ－１）
を，７月25日に６条植の育苗床の中央部の２条に，１試験

区1.5㎡（1.5×１ｍ）あて250mℓを手播きによって接種

した。

供試薬剤はポット試験と同じで，その処理方法としては，

８月３日（初発時）と13日の２回，水和剤，乳剤および粒

剤を同様に施用した。なお，供試株数は１試験区（1.5

㎡）36株の３反復とした。８月３日，９日，15日，22日，

29日，９月５日に，菌接種区および未接種区の全株につい

て，発病の有無を経時的に調査した。

圃場での防除効果試験
圃場での防除効果試験

結 果：菌接種区では発病をみてからの

薬剤施用であったが，Ａ水和剤で本病に対

する防除効果がすぐれ，次いで，Ｂ水和剤，

Ｃ乳剤であった。菌接種区と隣接している

菌未接種区では，Ａ水和剤，Ｂ水和剤，Ｃ

乳剤で効果がみられた。
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第４表 イチゴ疫病に対する各種薬剤の防除効果（圃場試験）

供 試薬 剤 名 濃 度・量
調査対 調 査 発 病 株 数

象場所 株 数 8/3   8/9  8/15   8/22    8/29    9/5

Ｂ 水 和 剤 1000倍

菌接種株 12 1.0     4.0       5.7       6.0       6.0       6.0

菌未接種株 24 0         1.7           2.3            3.3           3.3       3.3

計 36 1.0             5.7           8.0            9.3        9.3          9.3

Ｄ 水 和 剤 800倍

菌接種株 12 0.7             7.3       7.3        7.7       7.7       7.7

菌未接種株 24 0        5.4      6.0      6.3       6.3      6.3

計 36 0.7    12.7      13.3          14.0         14.0         14.0

Ｃ 乳 剤 2000倍

菌接種株 12 1.0      4.7           5.7         5.7      6.0     6.0

菌未接種株 24 0              2.0           4.3          4.3           4.3       4.3

計 36 1.0             6.7     10.0        10.0          10.3      10.3

Ａ 水 和 剤 500倍

菌接種株 12 1.0       3.3           3.3        3.7       3.7       3.7

菌未接種株 24 0       3.0      4.7        5.0        5.0          5.0

計 36 1.0       6.3          8.0        8.7       8.7       8.7

Ａ 粒 剤 20ｇ/㎡

菌接種株 12 1.3      6.7     7.0         7.0            7.0      7.0

菌未接種株 24 0               2.0    6.3        8.0       8.0     8.0

計 36 1.3     8.7     13.3           15.0   15.0      15.0

無 処 理

菌接種株 12 1.3     6.7      7.0        7.3      7.7     7.7  

菌未接種株 24 0       6.0     6.7        6.7       7.0      7.3

計 36 1.3     12.7         13.7      14.0       14.7         15.0

注）各薬剤処理区とも薬害なし 育 苗 床 （ 疫 病 菌 接 種 ） で の 防 除 試 験

イ チ ゴ 疫 病 菌 を 接 種 し た 育 苗 床 で の 発 病 状 況 イ チ ゴ 疫 病 菌 無 接 種 の 育 苗 床
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イ チ ゴ 疫 病 の 薬 剤 防 除

考 察：Phytophthora nicotianae var. parasitica

によるイチゴ疫病の防除薬剤を検索するため，市販

および開発中の薬剤39種類の中から菌叢の浸漬法，

イチゴ葉に対する汚れ・薬害試験により，１次のス

クリーニング行った。その結果に基づき，本病と混

発する炭疽病に対する防除効果を考慮し，Ａ水和

剤，Ａ粒剤，Ｂ水和剤，Ｃ乳剤，Ｄ水和剤を選定し

て，本病に対する防除効果試験をポットおよび圃場

で行った。その結果，Ａ水和剤，Ｂ水和剤，Ｃ乳剤

の２回かん注処理で防除効果がみられた。

圃場試験は菌接種区に初発生をみてから薬剤処理を
行ったため，上記薬剤のうちＢ水和剤とＣ乳剤の効
果は十分でなかった。菌未接種区ではイチゴ苗が萎
凋症状を呈する前からの薬剤処理であったため，上
記薬剤の効果がみられた。
上記薬剤を用いて，本病の防除を行うとき，発病を
みてからでは発病苗はもとより，外見健全苗にも疫
病菌がすでに侵入している可能性があり，その場
合，防除効果が低下するものと思われる。また，Ｃ
乳剤の防除効果がポットと圃場では異なった。本乳
剤は土壌かん注した場合，根から吸収されてその効
果が現れることから，ポット試験では薬液がポット
外へ流亡しやすく，そのため，ポットと圃場とで
の防除効果に差を生じたものと思われる。

イ チ ゴ 疫 病 の 薬 剤 防 除

本病は従来８月上旬に初発生して，８月中旬か
ら発病が増加し，８月末には発病最盛期とな
り，その後病勢は衰え，９月中旬までみられる
のが通常の発生である。ところが，1983年は
８月上旬からの気温が高く経過したため，発生
が急増し，８月中旬に最盛期となった。このよ
うに，本病の発生は気象条件によって左右さ
れ，年次により異なることから，薬剤による防
除としては育苗した苗の活着時とその７～10
日後の２回かん注処理で，その効果が期待され
るものと思われる。

イ チ ゴ 疫 病 の 薬 剤 防 除 今回の講演について

• 今回も前回，前々回に引き続き，

ビデオワークショップを

お引き受けいたしました。

• その理由としては，次に掲げる

日本農薬株式会社（グループ）の

「基本理念・行動憲章」に

掲げてあります。
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安全で安定的な食の確保と，豊かな緑と環境を守ることを使命として，社会に貢献します。
技術革新による優れた商品と価値の創出にチャレンジし，市場のニーズに応えます。
公正で活力ある事業活動を通じて社会的責任を果たし，信頼される企業を目指します。

１．顧客満足を重視し，安全で高品質な商品・サービスを提供することにより，食と緑を守
ります。

２．法令を遵守し，社会倫理に則った，公正・透明な企業活動を行います。
３．地球環境に配慮し，持続可能な社会の実現に貢献します。
４．良き企業市民として，コミュニケーション・社会貢献を友好的かつ積極的に行います。
５．企業情報の適正管理を図り，適時，適切に開示します。
６．知的財産と情報の重要性を認識・尊重し，適正に保護・管理します。
７．安全で働きやすい職場環境を確保するとともに，従業員の人権と個性を尊重した活力

ある企業を築きます。
８．反社会的勢力および団体との関係を一切排除し，不当な要求を断固拒絶します。
９．海外においては，国際ルールや現地法の遵守はもとより，地域社会の文化や慣習を

尊重した活動を行います。
10.健全で持続的な発展を図り，社会への還元に努めます。

弊 社 HP よ り 抜 粋

今回の講演について

最初にもお話しましたように，

私の講演が若手研究者の方々の

今後の研究の参考になれば

幸いです。

ご清聴
有難うございました。

日 本 農 薬 株 式 会 社

技術顧問 松 崎 正 文
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